
小
論
で
は
、
明
覚
『
反
晋
作
法
』
お
よ
び
文
雄
『
勧
切
伐
村
篇
』
の
所
説
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
仮
名
反
）
（
唐
人
 
 

典
 
反
）
と
い
う
日
永
の
伝
統
的
〝
反
切
法
″
が
、
矛
盾
を
含
ん
だ
き
わ
め
て
不
完
全
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
 
 

史
 
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
〝
反
切
法
″
は
、
も
っ
ぱ
ら
〝
反
切
法
″
を
正
す
こ
と
に
よ
っ
て
字
音
を
正
そ
う
と
す
る
意
図
か
ら
生
ま
れ
な
 
 

が
ら
、
結
果
的
に
ほ
逆
に
、
字
音
と
、
反
切
の
解
釈
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
。
小
論
の
帰
結
は
、
お
の
ず
か
ら
日
本
の
 
 

林
 
伝
統
的
な
音
東
学
の
体
質
示
二
面
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
明
覚
や
文
雄
の
〝
反
切
法
〟
に
つ
い
て
も
、
従
来
の
解
釈
と
評
価
 
 

に
修
正
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

音
標
文
字
を
持
た
な
か
つ
た
中
国
語
は
、
直
音
と
か
反
切
と
い
う
方
法
で
漠
字
の
音
を
し
る
し
た
が
、
直
接
同
音
の
漢
字
を
も
っ
 
 

て
示
す
直
音
の
方
式
に
比
べ
る
と
、
中
国
語
の
音
節
を
声
母
と
韻
母
に
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
表
す
二
字
の
漢
字
に
よ
っ
て
梗
音
す
 
 

る
反
切
は
、
用
字
上
の
制
約
が
少
く
、
い
か
な
る
漢
字
の
音
を
も
容
易
に
示
し
得
る
一
般
性
を
有
し
た
た
め
、
韻
書
や
字
書
に
お
け
 
 

る
最
も
普
通
の
標
音
法
に
な
っ
た
。
日
本
漢
字
音
の
場
合
も
、
中
国
撰
述
の
韻
書
・
字
書
・
音
義
尊
の
反
切
を
正
統
な
擦
音
法
と
み
 
 

な
し
、
こ
れ
に
字
音
の
規
範
を
求
め
た
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
そ
の
伝
統
は
江
戸
時
代
に
及
ん
で
い
る
。
文
雄
（
】
七
〇
〇
～
一
七
 
 

m
 
六
三
）
の
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
は
、
端
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
 
 

日
本
漢
字
音
と
反
切
 
 

－
1
－
明
覚
『
反
晋
作
法
』
お
よ
び
 
 

文
雄
『
翻
切
伐
相
席
』
の
 
〝
反
切
法
″
－
－
－
 
 

林
 
 

史
 
典
 
 

2≦l   
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二
 
 

寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
 
に
著
さ
れ
た
『
反
晋
作
法
』
の
〝
反
切
法
″
 
は
、
馬
渕
和
夫
「
日
本
に
お
け
る
反
切
法
の
歴
史
」
（
『
日
 
 

本
韻
学
史
の
研
究
』
Ⅱ
一
九
六
三
）
 
で
明
快
に
説
か
れ
た
よ
う
に
、
仮
名
と
音
図
に
よ
る
反
切
が
特
徴
で
あ
る
。
明
覚
の
述
べ
る
と
 
 

こ
ろ
に
従
え
は
、
原
則
的
に
は
 
ナ
ー
ヒ
t
モ
′
 
 
 

ノ
’
ハ
ル
▼
ナ
 

所
呈
コ
反
音
者
二
字
相
合
成
＝
一
字
音
一
也
。
於
二
上
字
一
取
＝
初
声
へ
於
二
下
字
一
取
二
終
音
↓
 
上
字
設
有
■
三
倍
名
三
倍
名
↓
 
但
敬
二
 
▲
ナ
 
 
 

初
一
倍
名
ハ
下
字
錐
／
有
二
二
三
四
倍
名
↓
除
〓
初
一
一
飴
皆
取
r
之
。
上
下
相
合
方
成
ニ
ー
字
音
一
也
。
但
上
字
初
借
名
五
音
之
中
簡
 
 

ヒ
、
キ
ジ
ナ
シ
’
 
 
 

可
r
取
下
輿
二
下
字
初
借
名
一
韻
同
宇
山
於
二
平
上
去
入
一
着
、
須
r
依
二
下
字
之
恒
璽
於
二
軽
重
清
濁
一
着
、
可
レ
依
二
上
字
之
差
別
一
也
。
 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
「
東
・
徳
紅
反
」
は
、
反
切
上
字
の
「
徳
（
ト
ク
）
」
 
か
ら
最
初
の
仮
名
ト
を
採
り
、
反
切
下
 
 

字
の
「
紅
（
コ
ウ
）
」
か
ら
は
最
初
の
仮
名
コ
を
除
い
た
残
り
の
仮
名
り
を
採
っ
て
両
者
を
合
わ
せ
、
求
め
る
「
東
」
字
の
音
ト
ウ
が
 
 

ル
 
 

得
ら
れ
る
。
た
だ
、
上
字
の
最
初
の
仮
名
は
下
字
の
最
初
の
仮
名
と
同
じ
 
（
ひ
び
き
）
 
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
「
董
・
 
 
 

ス
ル
ヲ
シ
■
ハ
 
 

其
註
二
字
音
へ
無
r
正
三
於
反
切
可
 
（
「
韻
鏡
索
隠
」
）
 
 

ナ
タ
 
 
 

今
ノ
世
ノ
学
者
、
書
ヲ
読
ム
ニ
当
テ
文
字
ノ
音
ヲ
誤
マ
ル
老
鮮
ナ
カ
ラ
ス
。
誤
マ
ル
ト
イ
ヘ
ト
キ
之
ヲ
正
ス
ノ
術
ヲ
知
ラ
ス
。
 
 

イ
ル
カ
七
 
 
 

是
反
切
ヲ
学
ハ
ス
、
此
事
ヲ
忽
ニ
ス
ル
ノ
故
ナ
リ
。
（
『
翻
切
伐
杓
篇
』
）
 
 
 

反
切
は
正
統
な
標
音
法
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
正
統
な
字
音
を
伝
え
る
の
が
唯
一
反
切
で
あ
る
か
ら
、
字
音
は
反
切
に
よ
る
ほ
か
 
 

こ
れ
を
正
す
方
法
が
無
い
、
と
い
う
の
が
右
の
立
場
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
範
主
義
は
、
字
音
が
乱
れ
る
の
は
反
切
か
ら
正
し
 
 

く
字
音
を
導
く
方
法
を
欠
く
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
っ
た
考
え
方
と
表
裏
し
て
い
る
。
明
覚
（
一
〇
五
六
～
一
一
二
二
以
後
？
）
 
 

ナ
ル
 

ュ
ー
ス
ノ
’
 
 

セ
ル
ニ
 
 

が
『
反
晋
作
法
』
の
巻
頭
に
、
 
ル
 
 

知
二
反
音
一
之
人
久
絶
、
字
音
狼
類
書
欺
。
依
二
此
道
荒
絶
↓
錐
r
不
レ
得
二
師
伝
可
今
任
二
愚
見
】
聯
注
二
其
旨
可
 
 

と
述
べ
る
の
に
も
、
こ
の
よ
う
な
含
意
を
読
み
取
ら
な
け
れ
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
「
字
音
狼
籍
」
は
、
正
統
な
反
切
に
矛
 
 

盾
す
る
あ
ら
ゆ
る
音
を
包
含
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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多
動
反
」
の
よ
う
な
場
合
は
次
の
よ
う
な
操
作
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

①
 
ま
ず
、
上
字
の
「
多
」
か
ら
得
ら
れ
る
ク
の
仮
名
を
五
十
音
図
中
に
探
し
、
 
 

②
 
次
に
、
そ
の
仮
名
が
含
ま
れ
る
行
の
中
か
ら
、
下
字
「
動
（
ト
ウ
）
」
の
最
初
の
仮
名
ト
と
同
じ
（
ひ
び
き
）
を
持
つ
仮
名
 
 

－
 
つ
ま
り
、
ト
と
同
じ
段
の
仮
名
 
－
 
を
選
ん
で
、
 
 

③
 
こ
れ
に
、
下
字
の
「
動
」
か
ら
最
初
の
仮
名
を
除
い
て
得
ら
れ
る
り
の
仮
名
を
続
け
る
。
 
 

こ
れ
を
明
覚
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
 
ノ
（
 

▼
ル
’
 
 

董
字
多
動
反
。
勤
字
ト
ウ
音
也
。
ト
字
オ
響
也
。
上
雄
r
有
二
多
字
↓
為
r
取
ニ
オ
響
ス
タ
チ
ッ
チ
ト
五
音
之
中
取
′
ト
。
ト
ウ
字
終
 
 

り
合
成
ニ
ト
ウ
音
可
動
字
上
声
故
、
董
字
亦
成
三
上
声
可
多
字
軽
清
故
、
董
字
亦
軽
清
也
。
 
 
 
 
上
字
、
下
字
の
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
仮
名
が
同
行
に
な
る
「
董
・
多
動
反
」
よ
り
も
、
「
楼
・
落
侯
功
」
（
『
広
報
』
）
 
の
よ
う
な
例
は
 
 

典
 
さ
ら
に
わ
か
り
易
い
。
す
な
わ
ち
、
 
 

史
 
①
 
上
字
「
落
（
ラ
ク
）
」
の
最
初
の
仮
名
に
よ
っ
て
ラ
行
を
採
り
、
 
 

②
 
そ
の
ラ
行
の
中
か
ら
、
下
字
「
侯
（
コ
ウ
）
」
の
最
初
の
仮
名
コ
と
同
段
の
P
を
選
ぷ
。
 
 

林
 
⑨
 
こ
の
P
に
、
下
字
の
「
侯
」
か
ら
最
初
の
仮
名
を
除
い
て
得
ら
れ
る
り
の
仮
名
を
続
け
る
。
 
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 

仮
名
自
体
は
清
・
濁
を
区
別
せ
ず
、
従
っ
て
五
十
音
図
も
そ
の
対
立
を
含
ま
な
い
の
で
、
声
調
や
軽
重
は
勿
論
、
清
・
濁
に
つ
い
 
 

て
も
、
仮
名
に
よ
る
解
釈
と
は
別
に
、
直
接
も
と
の
反
切
か
ら
こ
れ
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
反
晋
作
法
』
が
冒
頭
部
で
 
 

い
く
つ
も
の
例
を
挙
げ
て
、
繰
り
返
し
、
声
調
は
反
切
下
字
に
依
り
軽
重
清
濁
ほ
反
切
上
字
に
依
る
こ
と
を
説
く
の
は
、
こ
れ
ら
が
 
 

仮
名
と
は
異
な
る
次
元
で
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

三
 
 

反
切
を
仮
名
と
音
図
で
解
釈
し
ょ
う
と
い
う
の
は
、
奇
抜
だ
が
な
る
ほ
ど
巧
妙
な
着
想
の
よ
う
に
見
え
る
。
仮
名
で
考
え
る
わ
け
 
 

6
8
 
だ
か
ら
、
日
本
人
に
は
ず
っ
と
わ
か
り
易
い
し
、
そ
れ
だ
け
確
実
な
方
法
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
右
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
拗
音
を
導
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
明
覚
は
、
自
問
自
答
形
式
で
次
の
よ
 
 

う
に
説
い
て
い
る
。
 
 

ノ
（
ノ
ナ
，
 
 
 

（
ヤ
ノ
 
 
 

ハ
 
 
 

間
 
者
字
之
野
反
、
捨
舎
二
字
書
冶
反
。
可
こ
戸
サ
。
如
何
人
皆
云
二
シ
ヤ
一
耶
。
宏
字
胡
盲
反
。
可
ヒ
至
カ
ウ
可
 
両
人
云
ニ
ク
ワ
 
 

ノ
ハ
ホ
′
 
 

ノ
ハ
 

ノ
ハ
 
 
 
り
可
黒
字
胡
八
反
。
可
こ
至
カ
ツ
叫
両
人
云
二
ク
ワ
ツ
可
憤
字
胡
対
反
。
可
こ
李
カ
イ
可
而
人
云
二
ク
ワ
イ
可
波
字
補
火
反
。
可
r
 
 ′

〈
 
 
 

ハ
 
 
 

ハ
ク
ワ
／
 
 
 

云
■
ラ
ワ
可
両
人
云
′
ハ
。
謬
字
蘇
和
反
。
可
こ
亭
一
ス
ワ
可
而
人
云
リ
サ
。
随
字
句
為
反
。
可
工
芸
／
シ
。
両
人
云
ニ
ス
イ
可
追
字
 
■
■
′
・
 
 
捗
為
反
。
可
呈
ナ
チ
。
而
人
云
ニ
ッ
イ
可
成
字
於
非
反
。
可
こ
戸
イ
。
両
人
云
y
ヰ
。
此
等
諸
字
、
本
音
輿
〓
反
音
】
不
r
階
事
何
。
 
ナ
，
ト
ナ
，
 
 
答
 
ヤ
音
委
論
イ
ア
云
也
。
所
二
以
野
也
冶
三
字
皆
以
老
反
可
者
シ
ア
。
イ
シ
ア
反
イ
ア
反
。
故
、
之
野
反
、
書
冶
反
皆
シ
ア
反
。
 
■
†
′
（
 
 

ー
■
 
 

非
二
但
此
字
小
諸
有
二
ヤ
イ
ユ
ニ
ヨ
音
一
字
皆
類
r
之
。
虐
字
魚
約
反
。
若
約
字
直
云
二
ヤ
ク
小
魚
約
反
可
r
成
ニ
カ
タ
”
然
、
約
イ
ア
 
 

ク
。
故
、
魚
約
キ
ア
ク
被
′
反
。
前
職
尊
字
、
之
欲
反
也
。
欲
字
若
直
云
二
ヨ
ク
∵
之
欲
反
可
／
成
ご
ソ
ク
可
然
、
欲
イ
オ
ク
。
故
、
 
 

之
欲
反
シ
オ
ク
成
也
。
 
 
 

ま
ず
、
「
者
・
之
野
反
」
「
捨
舎
・
書
冶
反
」
が
シ
ヤ
と
な
る
の
ほ
、
ヤ
は
（
委
し
く
）
論
ず
る
と
イ
ア
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
 
 

ヤ
が
イ
ア
な
ら
、
「
之
野
反
」
ほ
 
 

シ
 
 

シ
ー
ヤ
反
・
・
l
シ
ー
イ
ア
反
 
 

と
な
る
か
ら
、
前
節
の
よ
う
な
方
法
で
シ
ア
と
い
う
形
が
得
ら
れ
る
。
「
書
冶
反
」
も
同
様
で
あ
る
。
 
 

］
 
 
 

老
・
之
野
反
 
シ
ー
ヤ
反
1
シ
ー
イ
ア
反
1
シ
ア
 
 

シ
 
 

捨
舎
・
書
冶
反
 
シ
ョ
ー
ヤ
反
1
シ
（
ヨ
）
－
イ
ア
反
1
シ
ア
 
 
 

何
故
ヤ
の
（
委
し
き
音
）
が
イ
ア
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
は
、
「
野
也
冶
」
三
字
の
反
切
を
引
い
て
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

「
老
」
は
シ
ア
の
音
だ
か
ら
、
ヤ
の
音
を
持
つ
 
「
野
也
冶
」
三
字
の
反
切
「
以
老
反
」
か
ら
 
 

イ
 
 

］
 
 

イ
ー
シ
ア
反
－
1
イ
ア
 
 

の
よ
う
に
イ
ア
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
に
従
え
ば
、
「
虐
・
魚
約
反
」
「
識
購
・
之
欲
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「
波
・
補
火
反
」
が
ハ
、
「
渉
・
蘇
和
反
」
が
サ
と
な
る
の
も
 
（
委
し
き
音
）
 
を
も
っ
て
説
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
火
」
「
和
」
 
 
 

ほ
と
も
に
ク
ワ
で
あ
る
が
、
ク
ワ
は
（
要
し
き
音
）
が
ク
ア
で
あ
る
か
ら
、
「
波
・
禰
火
反
」
ほ
 
 

「
」
 
 
 
波
・
補
火
反
 
ホ
ー
ク
ワ
反
－
1
ホ
ー
ク
ア
反
1
フ
ァ
 
ー
 
ハ
 
 

と
な
り
、
「
渉
・
蘇
和
反
」
は
 
 

ス
 
 

］
 
 
 
謬
・
蘇
和
反
 
ソ
ー
ク
ワ
反
－
1
ソ
ー
ク
ア
反
1
ス
ア
 
ー
 
サ
 
 
 

と
な
る
。
ア
ア
、
ス
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
ハ
、
サ
と
す
る
の
は
所
謂
（
二
重
反
）
で
あ
る
。
 
 

郎
 
 
「
随
・
旬
為
反
」
が
シ
と
な
ら
ず
ス
イ
と
な
る
の
も
、
「
為
」
の
（
委
し
き
音
）
が
ウ
イ
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
の
反
切
は
 
 

反
」
等
い
ず
れ
も
拗
音
を
導
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
 
 

ギ
 
 

「
■
」
 
 
 

虐
・
魚
約
反
 
ギ
ヨ
ー
ヤ
ク
反
1
ギ
（
ヨ
）
－
イ
ア
タ
反
－
1
ギ
ア
ク
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
 
 

「
■
■
」
 
 
 

識
鱗
・
之
欲
反
 
シ
1
】
ヨ
ク
反
・
1
シ
ー
イ
オ
ク
反
1
シ
オ
ク
 
 
 

合
拗
音
の
反
切
に
も
（
委
し
き
音
）
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
マ
の
（
委
し
き
音
）
は
ム
ア
で
あ
る
か
ら
、
先
の
 
 

（
問
）
中
に
あ
る
「
宏
・
胡
盲
反
」
は
、
 
 

］
 
 
 

宏
・
胡
盲
反
 
コ
ー
マ
ウ
反
1
コ
ー
ム
ア
ウ
反
1
ク
ア
ウ
 
 

と
な
っ
て
、
ク
ア
ウ
の
形
が
得
ら
れ
る
。
「
黙
・
胡
八
反
」
「
憤
・
胡
対
反
」
も
同
様
で
、
次
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
。
 
 
 

黙
・
胡
八
反
 
 

債
・
胡
対
反
 
 

た
だ
し
、
「
転
」
 
 

］
 
コ
ー
ハ
ツ
反
1
コ
ー
ク
ア
ツ
反
1
ク
ア
ツ
 
 

「
」
 
 

コ
ー
ク
イ
反
1
コ
ー
ツ
ア
イ
反
1
ク
ア
イ
 
 

ほ
開
口
で
あ
る
か
ら
合
拗
音
の
形
は
中
国
原
音
に
合
致
し
な
い
。
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次
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
。
 
 

随
・
旬
為
反
 
シ
ュ
ン
ー
ヰ
反
1
シ
（
エ
ソ
）
－
ウ
イ
反
1
ス
イ
 
 

「
追
・
捗
為
反
」
も
同
様
、
次
の
よ
う
に
帰
納
さ
れ
る
。
 
 

「
■
■
■
」
 
 

追
・
捗
為
反
 
チ
ョ
ク
ー
ヰ
反
・
1
チ
（
ヨ
ク
）
－
ウ
イ
反
・
・
・
1
ツ
イ
 
 

「
威
・
於
非
反
」
が
ヰ
と
な
る
の
は
、
「
於
」
の
（
委
し
き
音
）
が
イ
ヨ
、
「
非
」
の
（
委
し
き
音
）
が
フ
ィ
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 

ツ
 
 

－
ソ
 
 

而
以
佳
反
。
以
佳
ウ
イ
被
レ
反
。
ウ
イ
ヰ
不
こ
芯
、
此
音
難
レ
成
。
若
、
有
二
以
字
一
故
ヤ
イ
ユ
ニ
ヨ
五
音
取
ユ
イ
云
、
非
二
遺
等
字
漠
 
 

′
（
（
 
音
プ
又
、
宏
字
胡
盲
反
云
。
亡
臥
ム
ア
ウ
也
。
胡
盲
反
ク
ア
ウ
被
炭
。
ク
ア
ウ
ク
J
ゥ
云
也
。
難
字
胡
八
反
也
。
八
是
フ
ァ
ツ
也
。
 
（
ナ
，
 
 

胡
ん
ク
ア
ツ
被
炭
。
ク
ア
ッ
ク
ワ
ッ
云
也
。
債
字
胡
対
反
者
、
対
ツ
ア
イ
。
胡
乱
ク
ア
イ
被
炭
。
ク
ア
イ
ワ
ヮ
ィ
云
也
。
曲
解
 
（
ト
ハ
（
 
 

字
胡
各
反
也
。
人
ク
ワ
ク
云
各
ク
ア
ク
也
。
胡
各
ク
ア
ク
被
炭
ひ
ク
ア
ク
タ
ワ
ク
云
也
。
威
字
於
非
反
。
於
イ
ヲ
也
。
ア
イ
ク
 
 

エ
オ
韻
可
y
取
也
。
非
フ
ィ
也
。
於
非
反
ウ
イ
被
／
反
。
ウ
イ
即
ヰ
也
。
 
 

四
 
 
 

（
仮
名
反
）
で
閲
・
合
の
拗
音
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
（
委
し
き
音
）
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
 
 
 

′
 
ト
 
ル
 
 

ウ
 

’
ト
ナ
，
 
 

チ
リ
 
 

′
丁
ア
（
ナ
少
ハ
 

（
ナ
リ
 
 

烏
和
反
。
和
ク
ア
。
鳥
和
ウ
ア
被
r
反
。
ウ
ア
即
ワ
。
火
字
亦
ク
ア
。
補
火
反
即
フ
ァ
被
レ
反
。
フ
ァ
ご
石
。
又
、
為
字
云
貴
反
。
 
 

ナ
リ
（
ナ
リ
 
貴
ク
イ
。
云
貴
ウ
イ
被
r
反
。
随
字
句
為
反
。
為
ィ
云
、
旬
為
反
ス
イ
被
r
反
。
又
、
追
字
捗
為
反
、
為
ウ
イ
。
渉
為
ツ
イ
被
r
反
 

。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
’
 
プ
 
 

威
・
於
非
反
 
コ
ー
ヒ
反
－
1
イ
ヨ
ー
フ
ィ
反
1
イ
（
ヨ
）
－
フ
ィ
反
1
ウ
イ
 
ー
 
ヰ
 
 

念
の
た
め
、
「
宏
・
胡
盲
反
」
以
下
の
語
例
に
対
し
て
明
覚
の
説
く
と
こ
ろ
を
引
い
て
お
こ
う
。
 
 

ノ
ト
ハ
ナ
す
ハ
 

ハ
ナ
リ
 
 
次
、
和
字
ク
ワ
者
、
象
ク
ア
音
云
也
。
故
、
蘇
和
反
云
、
瓢
ク
ア
。
蘇
和
ス
ア
被
y
反
。
ス
ア
即
サ
。
 
 
 
 
′
 
丁
ア
 
 
 
（
 
 
 
 
ナ
少
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ
リ
 
 

或
応
云
二
ヰ
ヲ
ク
ー
腋
。
而
実
m
ウ
云
也
。
饗
応
 
 

．
′
1
 
イ
ヨ
ウ
即
ヨ
ウ
也
。
彼
維
惟
唯
遺
字
皆
ヰ
音
。
 
 

′
’
 

（  

’
l
 
 

臥
ヤ
イ
ユ
ニ
ヨ
五
音
取
ユ
イ
云
、
非
二
遺
等
字
漠
 
 
 

ウ
ハ
′
 
 

又
、
倭
字
り
音
也
。
然
、
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し
か
し
、
（
仮
名
反
）
の
最
も
大
き
な
問
題
は
実
に
こ
の
（
委
し
き
音
）
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。
第
一
、
（
委
し
き
音
）
 
 

典
 
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
は
「
旨
出
〓
悉
曇
中
こ
と
い
う
の
み
で
、
そ
の
性
格
が
全
く
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
（
仮
名
反
）
 
 

史
 
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
（
委
し
き
音
）
は
関
・
合
の
拗
音
を
帰
納
す
る
手
段
と
し
て
の
意
味
し
か
持
ち
得
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
 
 

（
委
し
き
音
）
の
設
定
は
、
ス
イ
（
水
な
ど
）
Ⅰ
シ
 
（
止
な
ど
）
、
ツ
イ
（
追
な
ど
）
Ⅰ
チ
 
（
地
な
ど
）
 
の
よ
う
な
、
（
委
し
き
音
）
 
 

林
 
と
現
実
の
音
の
関
係
に
立
つ
字
音
の
関
連
を
不
明
確
に
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

（
委
し
き
音
）
が
伝
統
的
な
字
音
や
そ
の
表
記
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
も
、
き
わ
め
て
曖
昧
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
 
 

「
者
・
之
野
反
」
「
捨
舎
・
書
冶
反
」
か
ら
得
ら
れ
る
の
は
シ
ア
で
あ
っ
て
、
シ
ヤ
と
異
な
る
が
、
や
は
り
明
覚
は
こ
れ
に
つ
い
て
一
 
 

†
ナ
u
 
 

富
も
述
べ
て
い
な
い
。
通
摂
以
母
の
「
用
・
容
」
に
い
た
っ
て
は
、
「
用
音
笑
イ
オ
ウ
呼
」
「
容
字
亦
イ
ヨ
ウ
音
也
」
と
し
て
、
一
方
 
 

に
イ
オ
ウ
を
、
一
方
に
イ
ヨ
ウ
を
当
て
て
い
る
。
合
拗
音
の
場
合
も
全
く
同
じ
で
、
例
え
ば
「
宏
・
胡
盲
反
」
か
ら
導
か
れ
る
ク
ア
 
 
 

ウ
、
ク
ア
ツ
と
ク
ワ
ツ
、
ク
イ
と
ク
ヰ
な
ど
、
同
様
の
例
は
少
な
く
な
い
。
も
し
、
 
 

ゥ
と
伝
統
的
な
表
記
と
の
関
係
は
、
「
ク
ア
ウ
ク
ワ
ウ
云
也
」
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ギ
ア
ク
と
ギ
ヤ
ク
、
シ
オ
ウ
上
シ
ョ
 
 

腰
追
反
ク
イ
被
r
反
。
ク
イ
ク
ヰ
云
也
。
 
 

と
い
っ
た
説
明
が
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
キ
 
（
紀
な
ど
）
と
ク
ヰ
 
（
帰
な
ど
）
 
は
そ
の
区
別
を
失
い
か
ね
な
い
。
タ
イ
ほ
キ
 
 

6
4
 
の
（
委
し
き
音
）
そ
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 

（
委
し
き
音
）
を
明
覚
は
、
次
の
よ
う
な
図
に
示
し
て
い
る
。
 
 

カ
タ
ア
 
キ
タ
イ
 
ク
ク
ウ
 
ケ
崇
 
コ
ク
オ
 
 

サ
ス
ア
 
シ
ス
イ
 
ス
ス
ウ
 
セ
崇
 
ソ
ス
オ
 
 

ク
ッ
ァ
 
チ
ッ
ィ
 
ツ
ッ
ゥ
 
テ
”
㍊
 
㌧
ォ
 
 

ナ
又
ア
ニ
芸
 
ミ
ゥ
 
ネ
崇
 
ノ
芸
 
 

ラ
″
ア
 
リ
〝
イ
 
ル
〝
ウ
 
レ
川
口
 
ロ
〝
オ
 
 ヤ  ワ ・マ ノ→   

イ   ヴ   ム   フ   ァ   ア   ア   丁  

イ ヰ   
イ   ウ   
イ  イ   

ニLウ   

イ   ウ   ウ  ウ  

ミ  ヒ   
▲    7   

イ  イ  

ム  フ   
▲     ■   
ウ  ウ  

エ  ヱ  メ  へ   
イ ヰウ  ミム ヒ7  

ヨ  ヲ  モ′ ホ   
イ   ウ   ム   フ   
ォ  カ‾  オ■  オ■  
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例
え
ば
「
炎
・
干
廉
反
」
は
、
下
字
「
廉
」
の
最
初
の
仮
名
レ
の
（
委
し
き
音
）
に
よ
っ
て
二
通
り
の
帰
納
が
可
能
で
あ
る
が
、
 
 

ウ
 
 

］
 
 

炎
・
干
廉
吉
＝
…
㌶
〓
m
＝
㌶
〓
＝
∵
ヱ
ム
 
 

「
廉
」
に
リ
エ
ム
の
音
が
選
ば
れ
る
の
ほ
、
被
注
字
の
「
炎
」
が
イ
エ
ム
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
玄
・
古
連
反
」
も
、
↓
玄
」
が
ク
 
 

エ
ソ
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
、
正
し
く
「
遵
」
に
ル
エ
ソ
の
音
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 
 

（
委
し
き
音
）
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
そ
の
不
備
を
数
え
挙
げ
る
こ
と
は
、
も
は
や
蛇
足
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
次
の
点
に
は
、
 
 

や
は
り
こ
こ
で
触
れ
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
問
題
点
と
は
、
（
委
し
き
音
）
は
ど
の
よ
う
な
反
切
に
関
し
て
、
ど
の
段
階
で
 
 

適
用
さ
れ
る
ペ
き
か
が
明
ら
か
で
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
右
に
引
い
た
よ
う
に
、
「
炎
・
干
廉
反
」
は
、
（
委
し
き
音
）
を
用
い
る
 
 

こ
と
に
よ
っ
て
イ
エ
ム
の
形
が
導
か
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
 
 

エ
▲
ノ
（
レ
▲
ノ
 
 
 

間
 
炎
字
干
廉
反
、
亦
可
こ
亭
主
ム
↓
 
 

と
い
う
（
問
）
に
対
す
る
（
答
）
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

ハ
／
 
 
笹
 
子
字
ウ
音
。
亦
可
′
取
ニ
ア
イ
ウ
エ
オ
韻
示
エ
ム
音
即
成
。
 
イ
エ
ム
と
エ
ム
が
同
等
だ
と
い
う
こ
と
な
ら
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
矛
盾
を
き
た
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、
（
委
し
き
音
）
を
用
い
る
と
 
 

育
と
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
よ
う
に
多
く
の
場
合
は
、
こ
れ
と
同
じ
に
は
い
か
な
い
。
 
 
 

ユ
段
に
二
種
類
の
（
委
し
き
音
）
を
認
め
る
理
由
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
ほ
予
め
被
注
字
の
音
が
わ
か
っ
 
 

て
い
な
い
と
、
そ
の
ど
ち
ら
を
使
う
べ
き
か
決
定
で
き
な
い
。
 
 

ハ  

ト
（
 
 

ヽ
ハ
、
コ
y
’
（
 
 

第
四
 
 

被
r
反
。
 
 

ヲ
ハ
イ
 
 

ソ
也
。
 
 

ハ
 
 
▲
 
●
 
 

際
字
黄
連
反
例
r
之
幸
夫
■
二
定
ぺ
故
且
出
 
 

韻
往
こ
二
音
一
着
、
切
韻
炎
字
干
廉
反
、
炎
イ
 
 

ヽ
ハ
’
メ
 
 

ェ
ツ
呼
。
又
、
玄
字
音
違
反
。
連
リ
 
 

ウ
エ
ヱ
云
故
也
。
唾
宇
島
結
反
。
結
 
 

（  

ごト云  
一 ト  
昔
一
耳
。
 
 

云ハ  
ハ
ト
〈
⊃
ソ
’
ハ
ト
（
 
古
連
キ
ュ
ソ
被
r
反
。
達
ル
エ
ソ
云
、
舌
達
ク
ヱ
ソ
云
。
ク
ヱ
ン
云
ク
エ
 
 

ム
也
。
 
 

ハ
 
 

烏
結
ヱ
ツ
被
′
反
。
ウ
エ
ツ
エ
ツ
云
故
也
。
結
キ
ュ
ツ
云
ハ
コ
ソ
、
瞳
 
 
 

廉
リ
エ
ム
云
 
干
廉
イ
エ
ム
反
。
若
、
廉
ル
エ
ム
云
、
干
廉
ヱ
ム
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林
 
の
よ
う
な
反
切
で
ほ
、
言
一
得
ら
れ
た
フ
ア
、
ス
ア
と
い
う
形
に
再
度
反
切
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
、
サ
と
い
う
音
を
導
い
て
 
 

い
る
が
、
 
 

ス
 
 

（
委
し
き
音
）
を
用
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
昔
が
異
な
る
わ
け
だ
か
ら
、
結
局
こ
の
場
合
も
、
被
注
字
の
音
が
予
め
明
ら
 
 

か
で
な
い
か
ぎ
り
、
（
委
し
き
音
）
の
適
用
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
 
 

追
・
捗
為
反
 
チ
ョ
ク
ー
ヰ
反
1
チ
（
ヨ
ク
）
－
ウ
イ
反
1
ツ
イ
 
 

の
よ
う
な
反
切
に
は
、
同
様
の
操
作
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
「
随
」
を
シ
、
「
追
」
を
チ
と
し
て
し
ま
う
 
 

か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
（
委
し
き
音
）
の
適
用
は
悪
意
に
任
さ
れ
て
い
る
。
 
 

′
シ
 
 
 

ハ
 
 
 

問
 
阿
字
烏
何
反
。
伊
字
烏
異
反
。
上
有
〓
烏
字
一
故
、
取
〓
ヮ
ヰ
ウ
ヱ
ヲ
韻
べ
烏
何
反
可
呈
ク
ワ
、
鳥
異
反
可
呈
チ
ヰ
。
 
 

と
い
う
（
問
）
に
対
し
て
、
「
烏
は
ア
イ
ウ
エ
オ
の
韻
を
取
る
べ
し
」
と
す
る
の
な
ど
も
、
被
注
字
の
音
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
る
 
 

点
で
右
と
同
様
で
あ
る
。
 
 

波
・
補
火
反
 
 

謬
・
蘇
和
反
 
 

者
・
之
野
反
｛
 
 

宏
・
胡
盲
反
｛
 
 

随
・
旬
為
反
 
シ
ュ
ン
ー
ヰ
反
1
シ
（
ユ
ン
）
－
ウ
イ
反
－
↓
ス
イ
 
 

ツ  

］
 
ホ
ー
ク
ワ
反
1
ホ
ー
ク
ア
反
1
フ
ア
・
1
ハ
 
 

ス
 
 

「
」
 
ソ
ー
ク
ワ
反
・
1
ソ
ー
ク
ア
反
－
1
ス
ア
 
ー
 
サ
 
 

フ
 
 

カ  
「
上
 
シ
ー
ヤ
反
1
サ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツ
 
 

「
」
 
 

シ
ー
ヤ
反
1
シ
ー
イ
ア
反
・
－
1
シ
ア
 
 

］
 
 

コ
ー
マ
ウ
反
1
カ
ウ
 
 

ク
 
 

］
 
 

コ
i
マ
ウ
反
1
コ
ー
ム
ア
ウ
反
1
ク
ア
ウ
 
（
ク
ワ
ウ
）
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恐
・
曲
用
反
 
ク
ヰ
ヨ
ク
ー
イ
オ
ウ
反
1
ク
（
ヰ
ヨ
ク
）
イ
オ
ウ
反
1
キ
オ
ウ
 
 

ク
ヰ
ヤ
ウ
・
ク
ヰ
ヨ
ウ
、
ク
ヰ
ヤ
ク
・
ク
ヰ
ヨ
ク
の
よ
う
な
形
を
持
つ
被
注
字
は
、
反
切
下
字
に
同
じ
形
を
示
す
漢
字
を
用
い
な
い
 
 

か
ぎ
り
、
（
仮
名
反
）
で
そ
の
昔
を
求
め
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
勿
論
「
曲
用
反
」
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
切
韻
系
韻
 
 

書
の
反
切
は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
下
字
を
選
ん
で
い
な
い
。
 
 
 

五
 
 

（
仮
名
反
）
が
、
被
注
字
の
音
を
知
ら
な
い
か
ぎ
り
適
用
の
不
可
能
な
 
－
 
い
わ
ば
療
育
法
の
本
来
的
な
予
測
性
を
全
く
無
視
し
 
 

た
 
－
 
方
法
で
あ
る
こ
と
ほ
、
以
上
の
検
討
か
ら
十
分
明
ら
か
に
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
唇
音
字
が
関
与
す
る
反
切
の
解
釈
に
は
、
 
 

こ
の
“
反
切
法
″
 
の
持
つ
別
の
一
面
が
き
わ
め
て
顕
著
な
か
た
ち
で
露
呈
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
引
く
の
は
、
 
 

問
 
若
用
音
必
イ
オ
ウ
云
、
何
切
韻
中
、
容
字
余
封
反
、
封
字
府
容
反
、
峯
字
数
容
反
、
逢
字
符
容
反
。
以
r
此
待
r
意
、
容
字
若
 
 

1
し
 

、
－
 

－
、
 

ハ
ハ
 
 
 
 
，
－
・
■
 
 
 
イ
オ
ウ
云
、
致
容
反
ヒ
オ
ウ
可
ヒ
京
。
然
、
人
皆
封
ホ
ウ
云
、
峯
蓮
ホ
ウ
云
。
容
着
直
ヨ
ウ
云
似
。
此
事
如
何
。
 
と
い
う
（
問
）
 
に
対
す
る
（
答
）
で
あ
る
が
、
こ
の
〝
反
切
法
〟
 
の
性
格
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
 
ノ
（
－
ナ
少
ナ
，
へ
y
ナ
，
ナ
，
 
 
答
 
用
音
実
イ
オ
ウ
呼
。
種
音
シ
ョ
ウ
。
切
韻
云
二
之
用
反
刊
従
音
シ
ョ
ウ
。
同
文
云
二
在
用
反
可
恐
音
ク
ヰ
ヨ
ウ
。
同
文
云
二
曲
 
ハ
ノ
ナ
レ
ー
キ
ユ
ノ
ハ
 
 
 
用
反
↓
以
r
此
可
r
得
／
意
。
容
字
亦
イ
ヨ
ウ
音
也
。
従
シ
ョ
ウ
音
 
切
韻
云
二
疾
容
反
叫
願
字
キ
ヨ
ウ
昔
也
。
文
云
二
魚
容
反
刊
 
ノ
ナ
レ
ー
キ
ェ
ル
カ
ハ
ハ
 
 

但
至
〓
峯
字
数
容
反
一
誰
遮
三
峯
連
字
亦
有
二
ヒ
ョ
ウ
音
彗
如
ニ
ー
棒
奉
字
常
ホ
ウ
音
、
文
云
二
棒
敷
陵
反
、
奉
扶
随
反
可
 
 
 

ま
ず
、
（
答
）
の
前
半
は
、
「
用
」
は
イ
オ
ウ
、
「
容
」
も
ま
た
十
ヨ
ウ
で
あ
る
こ
と
の
説
明
で
あ
る
が
、
イ
オ
ウ
と
イ
ヨ
ウ
の
違
 
 

い
を
説
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
「
種
・
之
用
反
」
「
従
・
在
用
反
」
に
関
し
て
は
、
シ
オ
ウ
と
シ
ョ
ウ
の
違
い
を
無
視
し
て
、
牽
強
付
 
 

会
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
恐
」
（
瞳
・
用
韻
の
≡
等
乙
）
 
の
漢
音
ク
ヰ
ヨ
ウ
を
「
曲
用
反
」
 
か
ら
 
 

（
仮
名
反
）
で
導
く
の
も
無
理
で
あ
る
。
上
字
の
「
曲
」
は
漢
音
系
字
音
で
ク
ヰ
ヨ
ク
の
形
を
＝
と
る
が
、
（
仮
名
反
）
の
原
則
で
は
 
 

最
初
の
仮
名
を
残
し
て
他
ほ
捨
て
ら
れ
る
か
ら
、
下
字
の
「
用
」
を
イ
オ
ウ
と
す
る
と
、
「
曲
用
反
」
は
キ
オ
ウ
に
し
か
な
ら
な
い
。
 
 

キ
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さ
て
、
（
答
）
？
後
半
が
唇
音
字
に
対
す
る
反
切
に
つ
い
て
の
説
明
で
、
「
峯
・
逢
」
の
反
切
と
字
音
の
関
係
を
説
い
て
い
る
。
し
 
 

か
し
、
「
容
は
イ
m
ウ
だ
か
ら
、
峯
・
敷
容
反
ほ
そ
の
反
切
か
ら
ヒ
ョ
ウ
が
得
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
誰
が
峯
逢
に
ヒ
ョ
ウ
の
音
が
 
 

あ
る
こ
と
を
否
定
で
き
よ
う
か
ご
な
ど
と
い
う
の
で
は
解
答
に
な
ら
な
い
。
「
容
」
を
イ
ヨ
ウ
と
す
る
前
提
自
体
が
、
日
本
漢
字
音
 
 

の
あ
り
方
を
無
視
し
た
空
説
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
棒
・
敷
簡
反
、
奉
・
扶
隈
反
は
反
切
か
ら
ヒ
ョ
ウ
と
な
る
の
に
、
常
に
は
ホ
ウ
と
 
 

い
う
」
と
い
う
〝
証
拠
〟
も
や
は
り
無
効
で
あ
る
。
「
封
・
峯
・
逢
・
捧
・
奉
」
等
の
諸
字
が
一
二
等
（
乙
）
 
の
介
母
を
失
う
と
い
う
 
 

日
本
漢
字
音
の
現
実
を
一
切
顧
み
な
い
、
演
繹
的
解
釈
に
終
始
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
凰
」
字
の
音
フ
ウ
と
反
切
の
関
係
ほ
、
歴
史
的
・
地
域
的
差
異
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
「
風
は
フ
ウ
で
あ
る
の
に
、
切
韻
の
 
 

反
切
ほ
方
隆
反
で
あ
っ
て
、
こ
の
反
切
は
ヒ
ウ
の
音
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
が
生
じ
る
の
は
何
故
か
」
と
い
う
意
 
 

味
の
（
問
）
に
対
し
て
説
く
と
こ
ろ
を
見
て
み
ょ
う
。
 
 

ハ
†
ヲ
p
ウ
ハ
 
答
今
古
芦
別
。
風
字
何
云
奉
ヒ
ウ
葦
月
蔵
分
経
云
窮
甜
臥
。
一
l
切
韻
云
窮
字
巨
隆
反
、
窮
字
キ
ウ
音
也
。
云
二
胡
風
反
義
字
 
†
ハ
 
 

ヒ
ウ
云
聞
。
若
、
風
フ
ウ
云
胡
凰
ク
ウ
反
、
窮
字
音
似
r
違
二
切
韻
可
彼
不
父
等
字
、
切
韻
補
又
反
、
ヒ
ウ
可
こ
石
。
然
、
人
フ
 
 

云
。
冨
復
等
字
例
r
之
。
伏
覆
等
字
、
方
六
反
、
可
ヒ
至
ヒ
ク
ぺ
然
、
人
云
二
フ
ク
叫
時
庭
別
故
、
字
音
不
′
同
。
不
r
可
一
一
一
執
二
 
 
 

而
非
二
鈴
音
二
所
以
、
玉
篇
第
廿
巻
夙
字
甫
融
反
文
、
融
字
切
韻
除
隆
反
、
定
知
、
風
字
亦
有
二
ヒ
ウ
軍
也
。
）
 
 
 

「
窮
が
キ
ウ
で
あ
る
こ
と
ほ
、
切
韻
の
窮
・
巨
隆
反
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
月
蔵
分
経
の
窮
・
朝
風
反
も
キ
ウ
の
音
を
表
し
て
い
 
 

る
と
認
め
ら
れ
る
以
上
、
風
は
ヒ
ウ
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
が
「
風
」
に
ヒ
ウ
の
音
を
認
め
る
理
由
の
第
一
で
あ
る
が
、
 
 

そ
の
ヒ
ウ
と
フ
ウ
を
「
時
庭
」
 
の
違
い
に
よ
る
差
異
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
反
切
と
現
実
の
字
音
と
の
関
係
を
と
も
か
く
統
一
的
に
 
 

説
明
し
よ
う
と
す
る
苦
肉
の
策
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
そ
の
差
異
を
「
時
庭
」
の
違
い
に
よ
る
差
異
と
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る
 
 

こ
と
が
不
可
能
な
の
は
勿
論
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
「
夙
に
ヒ
ウ
の
音
が
あ
る
の
に
フ
ウ
と
い
う
の
は
、
不
父
等
に
ヒ
ウ
の
音
が
あ
る
の
に
フ
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
 
 

す
る
の
は
、
右
の
 
「
峯
」
や
「
窮
」
な
ど
の
例
と
同
様
の
循
環
論
法
で
、
「
不
・
父
」
等
に
ヒ
ウ
の
音
が
あ
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
 
 

は
、
明
覚
が
反
切
か
ら
帰
納
し
た
音
以
外
に
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
T
不
」
と
「
父
」
に
対
す
る
反
切
も
怪
し
い
。
「
切
韻
 
 

補
又
反
」
は
、
現
存
す
る
切
韻
系
の
反
切
に
一
致
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
「
不
」
と
「
父
」
の
所
属
す
る
韻
そ
の
も
の
が
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ス
 
 

］
 
 

シ
ー
ヰ
ン
反
・
1
シ
ー
ウ
イ
ン
反
1
ス
イ
ン
 
 

の
よ
う
に
反
切
さ
れ
る
と
、
こ
こ
ま
で
は
（
仮
名
反
）
に
矛
盾
し
な
い
と
し
て
、
ス
イ
ン
が
シ
ヰ
ソ
と
な
る
理
由
は
ど
こ
か
ら
も
見
 
 

出
せ
な
い
。
ス
イ
は
シ
の
（
委
し
き
昔
）
と
い
う
関
係
に
あ
る
形
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
、
ス
イ
ン
ほ
や
は
り
（
間
）
の
よ
う
に
シ
ソ
 
 

と
な
る
の
が
順
当
で
あ
る
。
「
子
平
反
」
な
ど
と
い
う
、
中
国
中
古
音
の
体
系
に
全
く
矛
盾
す
る
反
切
を
持
ち
出
し
た
挙
句
、
ス
イ
 
 

ト
ナ
リ
 
 

ソ
に
つ
い
て
は
「
人
足
シ
ヰ
ン
云
」
と
し
て
切
り
抜
け
な
け
れ
は
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
、
こ
の
〝
反
切
法
〟
の
致
命
的
元
欠
 
 

陥
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

異
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
、
「
伏
・
覆
」
等
の
諸
字
に
つ
い
て
「
反
切
か
ら
ほ
ヒ
ク
と
い
う
べ
き
な
の
に
、
フ
ク
の
音
を
有
す
る
」
と
言
い
、
「
時
 
 

庭
が
異
な
れ
は
字
音
も
同
じ
で
な
い
か
ら
、
一
つ
の
音
の
み
を
採
っ
て
他
を
退
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
す
る
の
も
、
こ
れ
ま
で
と
 
 

同
じ
論
法
で
あ
る
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
封
・
峯
・
逢
」
な
ど
の
場
合
と
同
様
、
「
風
・
不
・
父
・
伏
・
覆
」
な
ど
の
唇
音
字
で
、
日
本
漢
字
音
が
三
 
 

等
（
乙
）
 
の
介
母
を
失
う
と
い
う
事
実
を
無
視
し
て
、
強
引
に
反
切
と
現
実
の
音
な
関
連
づ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
破
 
 

綻
の
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 

六
 
 

「
恐
・
曲
用
反
」
か
ら
ク
ヰ
ヨ
ウ
と
い
う
形
を
得
る
こ
と
が
不
可
能
な
こ
と
は
既
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
「
春
」
 
の
よ
う
な
 
 

摂
合
口
字
の
反
切
も
、
た
い
へ
ん
苦
し
い
。
 
 

（
′
ハ
ー
ナ
リ
 
答
 
ヰ
ウ
イ
也
。
ヰ
ソ
ウ
イ
ソ
也
。
子
デ
反
ス
イ
ソ
也
。
人
足
シ
ヰ
ン
云
。
 
 

問
 
春
字
子
声
反
、
ヂ
字
ヰ
ン
也
。
子
声
シ
ソ
被
y
反
。
人
何
云
〓
シ
ヰ
ソ
可
 
 

ヰ
の
（
委
し
き
音
）
は
ウ
イ
だ
か
ら
、
ヰ
ソ
は
ウ
イ
ン
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
「
子
ヂ
反
」
は
 
 



七
 
 

仮
名
と
音
図
に
よ
る
明
覚
の
〝
反
切
法
″
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
破
綻
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
明
覚
 
 
 

自
身
、
十
分
自
覚
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
こ
の
よ
う
な
〝
反
切
法
″
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
 
 

か
。
 
 

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾
や
欠
陥
は
、
事
実
、
同
じ
方
向
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
 
 

明
覚
の
（
仮
名
反
）
は
、
反
切
か
ら
い
か
に
正
統
な
字
音
を
帰
納
す
る
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
方
法
で
は
な
く
、
現
実
の
字
音
 
 

と
反
切
と
の
関
係
を
統
一
的
に
解
釈
し
、
説
明
し
よ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
反
切
こ
そ
正
統
な
療
育
法
で
あ
る
と
み
な
す
以
上
、
 
 

現
実
の
字
音
の
正
当
性
は
反
切
の
側
か
ら
そ
れ
が
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
標
音
法
と
し
て
の
予
測
性
を
無
視
し
、
あ
え
て
 
 

典
 
反
切
そ
の
も
の
を
優
先
さ
せ
た
演
繹
的
解
釈
を
行
い
、
時
に
必
要
な
説
明
を
避
け
、
強
引
な
解
釈
を
加
え
、
明
ら
か
な
循
環
論
法
に
 
 

史
 
陥
っ
て
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
〝
反
切
法
〟
を
説
い
た
の
は
、
何
と
か
し
て
反
切
と
現
実
を
関
連
づ
け
一
致
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
そ
の
 
 

た
め
の
、
い
わ
ば
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ぬ
試
み
だ
っ
た
と
言
え
た
く
な
い
。
明
覚
の
〝
反
切
法
〃
に
は
、
規
範
主
義
と
現
実
主
義
と
の
 
 

林
 
奇
妙
な
共
存
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

五
十
音
図
を
用
い
て
、
見
か
け
の
事
実
を
統
一
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
、
（
仮
名
反
）
は
（
音
韻
相
通
）
の
考
え
 
 

方
に
よ
く
似
て
い
る
。
言
語
学
的
解
釈
と
は
全
く
異
質
の
（
相
通
）
と
い
う
説
明
の
方
法
は
、
悉
曇
学
で
ま
さ
に
明
覚
『
悉
重
要
 
 

決
』
の
こ
ろ
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
仮
名
反
）
は
、
根
本
に
お
い
て
こ
の
（
音
韻
相
通
）
と
全
く
質
を
等
し
く
 
 

し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
仮
名
反
）
に
よ
る
五
十
音
図
と
反
切
と
の
結
び
つ
き
は
ま
た
、
五
十
音
図
と
同
様
の
原
理
を
持
つ
 
『
韻
鏡
』
の
よ
う
な
韻
図
を
 
 

反
切
の
た
め
の
囲
で
あ
る
と
み
な
す
、
文
雄
『
摩
光
韻
鏡
』
以
前
の
『
韻
鏡
』
解
釈
に
も
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
（
仮
名
反
）
 
 

の
方
法
は
さ
ま
ぎ
ま
な
意
味
で
、
明
覚
以
後
の
伝
統
的
音
韻
学
の
体
質
を
示
し
て
い
る
。
 
 

ハ
D
 
 

5
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八
 
 

カ
ナ
カ
ヘ
シ
 
 
 

明
覚
の
（
仮
名
反
）
と
、
文
雄
の
言
う
（
国
字
反
）
と
の
間
に
は
か
な
り
変
化
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
変
例
一
ナ
ラ
ス
。
軌
ク
正
 
 

音
ヲ
得
ル
事
難
シ
」
と
し
て
そ
の
（
国
字
反
）
を
批
判
し
、
（
口
拍
子
）
で
反
切
す
る
（
唐
人
反
）
を
主
張
し
た
文
雄
の
〝
反
切
法
″
 
 

も
、
反
切
に
よ
っ
て
字
音
を
正
そ
う
と
し
な
が
ら
、
反
切
と
現
実
の
字
音
と
の
関
係
を
説
く
こ
と
に
汲
々
と
し
て
い
る
点
で
、
明
覚
 
 

と
同
じ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
 
に
刊
行
さ
れ
た
『
磨
光
韻
鏡
』
が
反
切
門
法
を
説
い
た
の
に
対
し
て
、
反
 
 

切
や
反
切
の
方
法
を
解
説
し
た
『
翻
切
伐
村
篇
』
（
安
永
二
年
、
一
七
七
三
刊
）
 
か
ら
、
文
雄
の
所
説
の
要
点
を
引
い
て
み
よ
う
。
 
 
 

（
国
字
反
）
を
退
け
た
後
、
ま
ず
（
唐
人
反
〉
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

タ
ソ
ジ
ソ
 
 

ズ
ヰ
■
ヂ
ウ
 

ス
ナ
ハ
 
 

其
反
切
ス
ル
所
ノ
父
字
母
字
ノ
音
ヲ
正
シ
ク
シ
テ
助
紐
ヲ
加
へ
、
沈
吟
シ
テ
是
ヲ
呼
へ
ハ
廼
チ
正
音
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
俗
二
唐
人
 
 

タ
ナ
ヒ
ヤ
ク
シ
 
 
 

カ
ヘ
シ
 
 
 

反
卜
称
ス
ル
者
是
ナ
リ
。
、
唐
人
反
ト
テ
別
二
一
途
ア
ル
ニ
ハ
非
ス
。
此
ノ
如
ク
ロ
相
子
二
テ
反
切
ス
ル
カ
反
切
ノ
正
法
ナ
リ
。
 
 
 

（
助
紐
）
を
加
え
て
（
口
相
子
）
で
反
切
す
る
こ
と
を
（
三
折
一
律
）
と
も
呼
ぶ
が
、
こ
の
（
三
折
一
律
）
は
次
の
よ
う
に
説
か
 
 

れ
る
。
 
 

三
新
一
律
ト
ハ
、
三
タ
ヒ
折
レ
テ
一
二
律
ス
ト
ナ
リ
。
（
中
略
）
 
三
タ
ヒ
折
レ
、
厳
春
シ
テ
終
二
一
昔
二
帰
ス
ル
カ
故
三
二
折
 
 

一
律
卜
云
ナ
リ
。
三
折
ト
ハ
千
結
ノ
切
ナ
レ
ハ
、
千
親
千
切
卜
呼
フ
四
字
ノ
間
ニ
テ
自
ラ
三
タ
ヒ
曲
折
ス
ル
ナ
リ
。
三
ク
ヒ
折
ル
 
 
 

ゝ
ト
イ
ヘ
ト
キ
、
音
断
絶
セ
ス
シ
テ
、
終
二
歯
音
次
清
ノ
清
母
／
一
音
二
帰
シ
テ
他
音
ヲ
雑
ユ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
是
ヲ
一
律
卜
云
ナ
 
 
 

リ
0
 
 
 

す
な
わ
ち
、
（
三
折
一
律
）
と
は
（
助
紐
）
を
加
え
て
頚
子
音
を
取
り
出
し
、
そ
れ
に
母
字
（
反
切
下
字
）
 
の
韻
を
加
え
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
被
注
字
の
音
を
求
め
る
方
法
で
、
「
切
・
千
結
切
」
は
、
ま
ず
反
切
上
字
の
千
に
（
助
紐
字
）
の
「
親
千
」
を
加
え
て
「
千
 
 

親
千
」
と
唱
呼
し
、
次
い
で
反
切
下
字
で
あ
る
「
結
」
の
韻
を
加
え
て
、
求
め
る
被
注
字
「
切
」
の
音
を
得
る
。
「
千
親
千
切
」
と
 
 

四
字
を
呼
ぷ
間
に
三
折
し
、
一
昔
に
帰
す
る
の
で
三
折
一
律
と
い
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
な
方
法
に
も
と
づ
い
て
文
雄
は
、
「
反
・
字
裏
切
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
 
 
 

年
表
ノ
如
キ
、
漢
音
ハ
フ
ケ
I
▲
、
呉
音
ハ
フ
ウ
オ
▲
ナ
リ
。
漢
音
フ
ウ
1
．
ヲ
切
ス
レ
ハ
、
7
㌧
ヘ
ン
フ
パ
ナ
リ
。
フ
ト
呼
フ
ト
キ
、
7
ノ
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■
 
 

煩
ノ
音
ニ
テ
自
然
ト
㌧
ヘ
ソ
ノ
音
を
生
ス
。
フ
㌧
㌧
ノ
下
ニ
テ
母
字
／
ウ
山
ノ
韻
ヲ
呼
ヒ
取
レ
ハ
、
7
ノ
煩
音
ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ
ナ
ル
 
 

故
ニ
0
ノ
音
ヲ
生
シ
、
母
字
ノ
○
ノ
韻
二
合
シ
テ
0
ノ
音
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
呉
音
ノ
フ
L
ヲ
切
ス
レ
ハ
、
フ
㌧
㌧
フ
…
ト
ナ
ル
。
 
 
 

㊤
ハ
父
字
ノ
フ
ノ
音
ヨ
リ
転
シ
東
リ
、
○
ハ
母
ノ
ウ
∵
韻
ヨ
リ
釆
り
、
一
ツ
′
㊤
ノ
音
ヲ
生
ス
ル
コ
ト
、
漢
音
二
準
シ
テ
知
ル
 
 

ヘ
シ
。
 
 

『
翻
切
伐
拘
篇
』
で
は
、
「
反
」
や
「
責
」
 
の
よ
う
な
山
摂
の
藷
字
に
ム
の
仮
名
を
当
て
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
韻
尾
m
・
さ
の
 
 

区
別
が
守
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
う
し
た
点
は
措
い
て
漢
音
の
反
切
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
問
題
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
 
 

シ
モ
 
 

反
切
下
字
「
蓑
」
の
漢
音
ヴ
“
か
ら
は
、
ど
う
し
て
も
「
反
」
の
漢
音
7
パ
が
出
て
こ
た
い
。
こ
れ
を
「
フ
㌧
ヘ
ソ
ノ
下
ニ
テ
母
字
ノ
 
 
 

L
ノ
韻
ヲ
呼
ヒ
取
レ
ハ
、
フ
ノ
璽
日
ハ
ヒ
7
へ
ホ
ナ
ル
故
ニ
○
ノ
音
ヲ
生
シ
」
と
い
う
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
遠
局
○
の
音
を
生
 
 
 

じ
る
の
は
、
被
注
字
の
音
が
0
だ
か
ら
で
あ
る
。
明
覚
の
（
仮
名
反
）
と
同
様
、
予
め
被
注
字
の
音
な
知
ら
な
け
れ
は
、
そ
の
反
 
 

典
 
切
を
解
釈
で
き
な
い
。
 
 

史
 
 
（
助
紐
字
）
に
関
し
て
も
き
わ
め
て
不
可
解
で
あ
る
。
「
切
∵
千
結
切
」
で
ほ
『
韻
鏡
』
な
ど
の
 
（
助
紐
字
）
 
を
用
い
な
が
ら
、
 
 

こ
の
場
合
は
「
フ
ノ
頬
ノ
音
ニ
テ
自
然
ト
㌧
ヘ
ソ
ノ
音
ヲ
生
ス
」
と
し
て
、
具
体
的
な
（
助
紐
）
の
漢
字
を
挙
げ
て
い
な
い
。
「
千
親
 
 

株
 
千
」
の
例
に
な
ら
う
な
ら
、
「
李
芽
勧
」
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
す
る
と
フ
7
ソ
ハ
ソ
で
あ
っ
て
、
フ
㌧
ヘ
ソ
と
一
致
し
な
い
。
 
 

呉
昔
の
反
切
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
推
す
と
、
○
の
音
は
父
字
（
反
切
上
字
）
 
の
フ
の
青
か
ら
生
じ
る
と
い
う
こ
と
ら
 
 

し
い
。
こ
れ
ほ
本
来
の
反
切
法
を
全
く
理
解
し
な
い
解
釈
で
あ
り
、
こ
の
点
は
明
覚
の
方
が
ほ
る
か
に
合
理
的
で
あ
る
。
文
雄
の
場
 
 

合
は
、
被
注
字
の
音
に
合
わ
せ
て
中
心
母
音
を
決
め
て
し
ま
う
慈
恵
性
が
、
呉
育
と
漢
音
と
の
統
一
的
な
説
明
を
許
し
て
い
る
。
 
 

九
 
 

文
雄
の
場
合
と
異
な
り
、
明
覚
が
漢
音
を
も
っ
て
（
仮
名
反
）
を
説
い
た
の
に
は
積
極
的
な
理
由
が
あ
る
。
呉
音
系
の
字
音
ほ
、
 
 

特
に
韻
部
に
お
い
て
漢
音
系
字
音
以
上
に
原
音
と
の
齢
齢
が
激
し
い
の
で
、
調
書
な
ど
の
正
統
な
す
ペ
て
の
反
切
に
（
仮
名
反
）
を
 
 
 

適
用
し
て
呉
音
を
得
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
識
躾
・
之
欲
反
」
は
、
「
職
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
鼓
」
 
 

鎚
 
に
誤
っ
た
う
え
、
原
音
に
矛
盾
す
る
典
拠
不
明
の
反
切
を
用
い
て
い
る
が
、
反
切
下
字
の
「
欲
」
は
呉
音
系
字
音
で
も
ヨ
ク
だ
か
ら
、
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基
盤
と
な
る
反
切
の
体
系
性
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
そ
の
根
底
に
重
大
な
問
題
を
有
し
て
い
る
。
 
 

覚
は
、
中
国
の
正
統
な
反
切
と
、
そ
の
体
系
に
矛
盾
す
る
日
本
製
の
反
切
を
明
確
に
識
別
し
て
い
な
い
。
明
覚
の
（
仮
名
反
）
は
、
 
 
 

そ
れ
に
加
え
て
、
 
 
 

東
・
徳
紅
反
 
 
 

洞
・
徒
弄
反
 
 

の
よ
う
に
『
切
韻
』
 
 

反
切
で
あ
る
。
 
 
 

応
・
為
用
反
 
 
 

職
織
・
之
欲
反
 
 
 

伏
覆
・
方
六
反
 
 

呉
音
系
の
字
音
で
解
釈
し
ょ
う
と
す
る
と
、
「
職
・
購
」
の
呉
音
シ
キ
が
導
け
な
い
。
『
広
韻
』
の
反
切
「
之
巽
切
」
も
結
果
は
同
じ
 
 

で
あ
る
。
呉
音
系
字
音
の
場
合
、
こ
う
し
た
問
題
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
発
生
す
る
。
「
或
書
中
若
字
日
阿
反
」
の
よ
う
に
稀
に
異
音
 
 

を
混
じ
て
も
、
結
果
と
し
て
呉
音
に
つ
い
て
は
、
反
切
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

十
 
 

明
覚
の
（
仮
名
反
）
も
文
雄
の
（
唐
人
反
）
も
、
要
す
る
に
日
本
漢
字
音
の
根
拠
を
反
切
に
求
め
て
両
者
の
関
連
を
統
一
的
に
説
 
 

明
し
よ
う
と
し
た
、
い
わ
ば
一
種
の
辻
複
合
ぁ
せ
に
す
ぎ
な
い
。
反
切
は
未
知
の
字
音
を
求
め
る
た
め
の
手
段
だ
と
い
う
前
提
か
ら
 
 

す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
〝
反
切
法
″
ほ
、
最
初
か
ら
そ
の
日
的
を
逸
脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

注
 
 

『
反
晋
作
法
』
の
本
文
は
、
国
語
学
大
系
所
収
の
も
の
に
も
と
づ
い
て
、
小
論
の
た
め
に
校
訂
し
た
も
の
を
用
い
た
／
印
刷
の
便
宜
を
考
え
て
声
 
 

点
な
ど
は
省
い
た
が
、
小
論
の
主
旨
に
は
直
接
関
係
が
な
い
。
 
 
 

「
玄
井
三
蔵
所
訳
経
」
か
ら
引
く
 
 

杵
・
之
輿
反
 
 

為
二
云
貴
反
 
 

若
・
日
阿
反
 
 
 

同
・
徒
紅
反
 
 
戎
・
如
隆
反
 
 

凍
・
多
貢
反
 
 
猫
∵
徒
谷
反
 
 

系
の
反
切
を
多
用
す
る
一
方
、
 
 

明
覚
の
場
合
は
、
既
に
何
度
か
指
摘
し
た
よ
う
に
、
用
い
た
反
切
自
体
が
不
統
一
で
あ
る
。
 
 

伊
・
烏
異
反
 
 

応
・
為
陵
反
 
 

迦
・
喜
阿
反
 
 

「
耶
・
徐
可
反
」
、
 
 

徳
・
多
則
反
 
 

全
体
の
三
割
近
い
次
の
一
∧
例
は
、
『
切
韻
』
の
体
系
に
矛
盾
す
る
日
本
製
の
 
 

薯
・
而
可
反
 
 

『
月
蔵
分
経
』
か
ら
引
く
「
窮
・
胡
風
反
」
に
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
明
 
 

宏
・
胡
盲
反
 
 

春
・
子
平
反
 
 

田
・
徒
質
反
 
 

憤
・
胡
対
反
 
 

玄
・
古
道
反
 
 

仙
・
相
然
反
 
 
葦
・
多
動
反
 
 

溶
∵
補
火
反
 
 

噺
・
黄
違
反
 
 

追
・
捗
為
反
 
 

父
・
補
又
反
 
 

＜
完
＞
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